
知られ．ざる 「神」
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士口 腔 成 久

Vi…ri・・i・m．に背を向け・社会的実践を蛭したS・m・．・1恥16・が・孤立し

た自我を支えるために最後に見出した「神」の実態は、彼がたどったChristianity

と Darwinism．に対する相剋と誘引のながい．遍歴の道を我々が細．かく両吟味するこ

とによってはじめて明らかとなる。 ．． 、    ．． '

 ．ButlerはErbωんonの中で、 machinesをanimat6なもの、 limbsとして

とりあつかい．、またlimbs' �高≠モ?奄獅?唐ﾆしてとりあつかってい．る。すなわ．ち

 ‘‘AIeg is only a much be‡ter wooden leg than any one can manufacture．”

という説細している・．凡ての藤棚よ燗の程の延長であり・生物の体につ・浦

回が手足その他で、体の外に存在するものグいわゆる機械であって、ともに道具であ

る．ﾆいう点で瀦間の差別はないρでは・ζうしてあらゆる物争在所有する

．otgans， capacities， habits，またibstinctsを備えるようになったのか？ この

                                       へ嗣は．B・・i6rの最初の進化論・・関する書であるL・f・ ・・d H・bit艸で及明され

ている・そして；の街明．ζそ・IB・tle「が究極．的に到達する「神・齢の底辺樺

成しているといえよう。

       If w・mad・・he super．i・r wg・畔en l・g・・urselves・h・'w d・d w…m・

   ・6makr・h・r・1？cl・．a・1・i・was n・・d・n・． c・nS・i・us'1・旧・w then“ un・ρn-

   sci・usly？、But how 6an we doゆgs unconscious'1・？．By habit・．We

    acquire habits， such a-s relading， piano-playing or cycling， by conscious

    effort in the．first．place， but ptactice m'hkes perfect， and the more

    perfec・ly．w・have acq・ired apy tech・iq・・th・mgre un・・n．s・i・u・ly w・

    perform it吊actions． The actions we perform Most perfectly of all，

一一一s・6．

?E・d・ges・i・．・・b・e・・h・・g…rcul…n'・．・h・bl・・d・．…∴are・h・se・f

    whi・h w・．are least・・nsci・…．H・w・then・did we acg・ire these

    unc．onscious habitS， 謡rhich 蝋re have never consciously practised？  In

（85）



    our ancestors， our past selves．． Are We then indistipguishable from

    these past selves？ Are we．in some sense ‘identical' with them？一

    What is ‘sameness' or ‘identity'？ Am 1 the ‘same' person as 1 was

    yeste・d・y・豆ast．y・a・・fifty． y面・◎9・・as a b．aby？．C…・n se・・e an-

    s．wers yes， though not a particle o．f my material frapae haS remgihed'

    identical”throughout． But we cannot hold the common sense view of

    pefso．nal idel．ntity without going． bgck beyond the baby to the． embryo，

    the germ-cell， the parents， and so on back for ever． ． Birth haS been

    made too much' of． lt has， 1 believe， been often remarked （meaning

    that．it hasn't） that a hen is only an egg's way of making another egg．

    We remember our past existences， though too utterly to be chpab．16 of

    introspectipn in the matter．一一一一一

  ．． Any offspring resemble＄ its parents b6caus，e it remembers best what it

    has been dQing most recently． 1 （Satnuel Butler： Life and Habit）

 '

さらにつけ加えて・本能（1・・t・1・．・t）e4・無数の過去の世代（B・t19・に依れ髄去

の我）がくりかえし為してきた行動の記憶であり、変種（The．Variations）は、偶

然（chance）や使用や無使用（u3e or dis．usO）・．ではなく意識的奪知性（intelli-

gence）の助けによる信念（faith）と願望（desibe）の結果である．．と述べている。

我々の体内に．ある諸々のorgansまた手足その他は各々の目的に完壁．に適っている

が、我々はそれらを自ら作った覚えもなく、呼吸や同化作用と．いった優れた能力を創

造した意識もない。 Butlerによればこの無意識の本能的二三は、他の凡てゐ無意識

的行靴同．tじく・過去数世代ゆたって受肉し ttた．「彗・がi”tell'gencr論いて・

願望の必要．に応じて苦心回忌しながら反覆し発達さ．ｹてきたものである6

無意識．とみえるものは意識の完全したものであり、知識は完．全となるに従って無意識

となる。こうしたことを考えるなら， Butlerのいう様に、．我々が誕生をもって我

々の存在の始り．とすることはできfsいといえる。凡てゐ生物は原始細胞につながって

いる。我々が今日の様に発達した諸機関を持っているのは、． 唐ｫ祖先の「我」たる細胞

が必琴に応じて難させてき確憶の1吉果であ．る6これが．．B・・lerの1・わゆる

．Unconscious Memoryの説である。．

  上記の偶然によ．る進化に対し心的活動の優越を認めるButler 9）進化論について

Henry Festing Jon．esは次のように述べている。
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     't He （Butler） wantgd the desigp to come from within， and not from

   an externa，1 di・vine designer． His whole hature revolt'ed against the

   ide'a that the universe was ．without i4telligence．．． But' where was．the

   q'rchitect g，f the uriiverse？ He 6guld not return to the Jewish and

   Christian 'idea'of God'designing his creatures from outside， he'saW，

   however， no reason why the intelligence shou｝d pot be inside-so he

   inc．orporated God within the creatures as the life force． ．・2

    （Henry Fe'sting Jones： Memoir， Vol．1） '

D・窒翌堰Eの唱え．たmi・dの存在しな嘩化論は・1870～8Q年代の物質礒の風潮．

と．まさに一：・一一致していた。 Butlerはthe churchの迷信がより横暴な迷信で昇る

sci・nceにお．ｫカ・えられること．総れた・．・bd・h・rch．はその欠点にも・かか吟ず・

少くとも．grace o' ?DSome sortというべきものを象徴していたし、見えないものの．

難の訊飾った・・d・n・鱒G・d．をいずこにも貼rなかった・B・‘1・・．

は．G・dの鮪を劫ゆるt／こう帯出した一たとえ宇宙の原子粒（・．・・m）の中にさ

えも6

  Butlerはその最後の進化論書物であるLuck．or Cunn ingの中でreligionと

scienceの．間に矛盾は存在しな． ｢と述べている。

       Religion is the quintessenc'e of science， and science the raw

    tnateria｝ of re．ligion； when people talk about 'tieconciling relig，iQn and

    science 'they・do not meap what'they say； they me．ap・ reconciling the '

    statements made by one set 6f prQfessional men' with those by another

    set．．． ．3 （Butler： Luch'or Cunning）

1884年2月27ENの舗の中禰、．・relig・・riがev・1・・…からきり・はなせない

ことを轡ており・これはGgd・h・．K・・wn and G・d・h・U・k・・w・の説（t麦述）

をとおして確立した、いわゆるButlerの生物学的「神」の根本概念を示して．いる。

       1 see the．action of God throughout the universe．．．．． 1 imagine you

   -to see God・as sopaething apart from the universe．which'he．has takeh

   and moulded， as it we”re， in the． hollow of his hand， ・'and into which he

   has breathed the breath of life． 1 see him as animating the tiniverse-

   he'in us， and we ・in him；so that the union between God and his creatut6s

．seems
@clos'er， more indissolyble，' ，and， at the same time， more literal

                                                 t．
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   and bona fide than 1 can imagine it as seen from any other standpoint；．．．

   admitting design'， as' 1・cgrdially do， is it such a very great matter，

． after all， whether the designer is within the orghnism． or w．ithout it？

   Surely'this is a de．tail in comparison with getting people to see ．that

   there'is design at al．L ．4  （Jones：ル16ηo∫γ， Vo1． 1）

  さらに、「義血の書簡では、当時の．mindを無視し．た唯物的科学に対し、自分の進化

（SCienCe）からう．まれta生柳学的「神」が決して religiOPの本箪から離脱・した．も

                                                                 '
のではないことを主癒している。        ．    ．．    ． ・

       It i's not thb bishops qnd archbishops I am afraid of． ・Men like

   Huxley．and Tyndall'are my ng．tural engmies， and 1 am always．glad whgn

   I find chyrch people regognizing that the differepces between'them ．q'nd．

   me are， qs 1 believ6 myself， more of words than 6f things'． 5

                                      （Jones：Memoir， Vo'L I）

  Butler．は、 Godから逃れたいと思った。（すく．なくとも彼Q父（わGodからは。）

しかし一方ではGodの実在に没入したいと思った。これは、初期の1）arw．inに関．

わる．evolytionの問題にとり組んだ時に予測された矛盾であった．。彼は口ぐせ⑱よう

に“Ib・lieve． ip Ch・iS・iani・y and l b・lieve i・Darwi・1'と両ていた．・そして・

やがて彼がDarwinの理論の中ぞvtiriation．が全く chanceの力によって形成さ

れると．いう説に反発したのは・そ．＃h“N @God．．を駆逐した考えであったからであり識

はある意味でGQ．dが除．外されたいと願ったが、一方「Godが含まれることを願った

のである。      '

 ButlerのNote-Bookの中には、 Butler g）「神」の本質を具現しているとたゲ

た．び引きあいに出される aphorismがある。

（i） To loVe God is'to have． good hgalth．， lgo6d， looks，，g60d．sepse，

experience， a kindly nature ahd a fair baJance of cas'h in hand． ．．．．

．（ii） '1］he good swell is the creature towards wh'ich ．all nature has

been groaning．and travailing unfil now． He show．s'”wh4t may be done in

the way ．of good breeding， health， looks；' te' 高垂??and fortune．．． He

preaches the gospel of grqce．
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     （iii） lt is all very well for mis，chieVous writers to maintain that w6

    cannot serve God and．Mammon． Grapted'・that it is ngt eapY， but'hoth-

    ing that is worh doing ever is ea'sy． EaSy or difficu｝t， 'poss．ible or

    impossible， not only has the thing got to be done， but it is e'xactly in

    doing ．it that the whole duty of'man cgnsists． And when the righteous

    man turneth' aw4y from his righteoupne，ss that．he hath committed ．f nd

    doeth that which is neither quite lawful nor quite right， he．will general-

    ly be' found ．to hav．e gained in arpidbil．ity what he h．as lost in boli-

    ness． 6 ・ （Jones ed．， The Note-Books of Samtiel Bectler）

  聖書の言句をさかさまにしたこれらの言葉ば実にButlerの目的に適っている。．God

．のD攣世俗的な噸と同点するζと・．．9・dの舗の瀦を肉体的騎や女確と“

寒させるζ．と・God．の義（righteousness，．holiness）より人好きのする．こと．（amia-

bility）．を上位におくこと、これらは確に悪魔的（あるい1ホ反聖書的）言葉であるが、

B・tlerを．．発見．し雌代（とく1こ20世紀初頭の．）一し》わゆる麟と糖lr満ちていた

Victorian．ismに反抗した人々一は、・そこに正当な言質を発見したのである。そこに富

山的ではあるが、．また何か信仰深いものをみた。

   “An'honest God's the noblest work of man．”といったように既に定着して

いる言句をひつくり返す‘トリッ』クはButle'rに生来．身についたものであった。つま

り彼は対象の．内面が外面と一致することを期待していて、それがちがっていた時にだ

まされたと感ずるあの払暁を幼時からもっていた。自伝的スケッチであり The Way'

・fAll Fl，・・h「．のプ・・一グであるTh・ F・ir；H・吻、はこう．しtg B・・lerの特質

を如実に示すも．ﾌであるが次の一節はその好例であろう。

．' C He first paw a fowl being trussed， and d｛scovered that fowls were

    p．ot all solid flesh， but that their insidesLana． these fornled， as it

    appeared to him， an enormous percentage 6f the bird-were perfectly

    useless． He was now beginning to undetstand that sheep and cows were
   it'

    qlsQ hollow as far as good meat was concerned．．． What right had

    they， or anything else， to assert themselves as so big， and prove so

    empty？．．． The world itself was hollow， made ．up'of shams and delu＄ions，

    ，f・1．1・f…nd and f・・y・ig・・f…g．・・ゆg・．7てB・・ler・Th・ F…肋・・）

この誠寸寸精神ともい．うべき暴露癖は，家族関係、道徳律．、．科学理論に． 煖yび、つい

ヒ

（89）



にはChristianityへとうつってゆく。 Butlerは、 Memoirの中で、教会におけ

るthe General Confessionの毎週のくりかえしに疑問を持つ。『本当にどうしてこれ

ほど人好きのする信仰深い人達が、みし“めな罪人であることを永遠にくりかえし告白

しなければならないのか？もし彼等が本当にそうならその宗教は彼らに対してどんな

好い効果を与えているのだろうか？』と。また、彼はロンドンのスラム街で日曜学校

を担当していた時、彼の愛する生徒というのが全く洗礼を受けていないことを知って

驚く。The Way of A〃Fleshでは＼Earnest PontifexがやCよりロンド1ンのスラ

ム街の下宿屋に住む懐凝主義者をおとつれ「ヨハネの福音書」中のキリスト復活の物

語を要約するよう求められて面喰う。彼はみじめにもこの物語の四つの解釈を混同し

てしまい、家に帰ってもう一度これら4っの解釈をそのちがいに注意しながら読むよ

う．

燕垂ｳれる。この比較の仕事は、彼をしてイエスの復活と昇天その他のあらゆるキ

リスト教の奇蹟に対する信仰を失わしめた。キリズト復活の物語間の不一致は、イエ

ス唇事実上十字架上で死ななかったのであってイエスの再出現は事実であったが弟子

によρて奇蹟として誤解されたのだという確信にButlerを至らしめる。 Butlerは

斯くして奇蹟（知られざる事実）を信じられなくなった。しかし彼は今なお正しき者

はreasonではなくfaithによって生きるものであると信じていた。 faithこそ

最後の拠り所であった。しかし19世紀とv｝う矛盾レた価値体系のうずまく時代におい

て正しき者は何にfa・ithを持つべきかButlerは苦しんだ。彼にとってChris-

tianityのsupernaturalな面にはfaithをおけなくなった。  ではButlerの

Christianity、と the churchに対する反揆と誘引の具体例はいかなるものであった

か？ Butlerは何に．faithを置き何にfaithを置かなかったかという点を明らか

にしたい。

  ErewhonのChapterXV， the Musical Banks（the Church of Englandの

systemとパラレルにおかれている）に関する描写の中に、 Butlerのthe church

に対する態度のambivalence がはっきり出ている。すなわち彼はthe church'を

嘲笑し、それをfraudと考える一方、それを尊敬し、思慕している。 Erewhon国

には2っの異った通貨制度があり、The Musical Banksの通貨制度は本来の通貨

制度であって、すべての金銭的取引は、この銀行の発行する通貨によって行われるこ

とになっている。そして立派な人間と考えられたい者は皆この銀行に多かれ少かれ差

引残高をもっている。しかしこの通貨は外の世間では全く直接の商業的価値を持って
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いない。ということは．公然の秘密で誰もそれを知．．っていて口に出すことをはばかって

．いる．これは、h。 Church 6f E。gland㊥serm。n．縮徒1、対し何の効果諺

えておらず英国人が単に世間体（respectability）．をおもって神にいつわりの信仰を

棒げに教会参りをしていることを示してい＝る。主入公HiggSは、黒いガウンを着た

出納係（the Church of Englandのvergerを象徴）に．The Musical BankS

．の通貨をチッフ．としで渡したところひどく怒り出し、それをなだめるた『めにHiggs

は別の新興銀行の通貨（実際に外の工面で通用している）を渡さなければならない。

The Mti・ical Bank・1よいたる所であらゆる銀行組織の中で最も貴重な銀行・と語ら

れるが、実際は客もまばらでほとん．ど業務をしていないようにみえる。その勢力は新

興銀行（・h・ newly-e・1・bli・h・d bank・）一すなわち・he newly-es・・bli・h・d・hμrches・

the dissepting C痴rches，非国教派しに移行し・後者にと．って代られている。

  The．．Musical． Banks、の出納係や支配人の表情は他のErewhon人達のそれと対

照的に不愉快であり．、自然な卒直さというものに欠けている。

それはThe Wαy of All Flesh．におけるEt．ne．stの．父Theobald．と彼の教区民

の表情のコントラストを暗示して．いる。

   They did not please me； they ，lacked， with few exceptions， the

t…Erewh・蜘franドness…d・n equal number．f「o狸any・中e「class

would have ．looked happi6r apd better men．When 1 met the．m in the street

they did ' 獅盾?seem Iike othe／r peoplel btit had， as a general， a cramped

expression． upon their faces which pained and depressed me． 8 ‘

                                       （Butler： Erewhon）

   'The．y （the farmers） are full-bodied， healthy and contented； but

betwe'
??him' iTheobald） and theTr｝ there is a．great gulf fixed． A hqrd

．and drawn look begins to settle'about the corne；s of his mouth， so'

'that even if he wete・not'in a'black coat and white tie a child 'might

khb油him fo．r a parson．  9．． ．    （Butler：．TんεWαy o！A〃Flesh）

この；つの場面に共通し℃い．る表情は、．共通のsituationが原因となった一つの苦

．しみの表情である。そ．れは、'彼等がfaithを持たない一つのsystemを支持する立

場に躍かれた、．それも孝だ幼児（？頃や判断力がまだ定着し．ない年令の時にそういう立・

場におかれたというピとである。．

                                           一  1
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  BUtlerのもう1っの面、すなわちth．e Church、へのfqith、思慕ζ，science

という興しい擬似宗教ともいうべきものへの嫌悪は、まず．the Musical Banksの

建物の掛写にあらわされている。

       Indeed， it had bgen．no error to say that this building was one

   that appealed to the imagin'ation； it did more-it carried both imagina一

・ tion and judgement by storpa．'． ， lt was an epie in stone and rparble，' gnd

一 so pQwerful was the， effect it pr6duced on me，・ that aS 1 beheld it I

   was charmed and melted． 1 felt More conscious of th．e existence of a

   r．emote past． One knbws of this a｝ways， but the knowledge is never

   so living as． in the'actua．1 presence ．of some witness of the 'life of byL

   gohe ages． '1 felt how sho'rt a spa6e of human・ 1，if6'was the pe．riod of

    our own 'existence． ' 1 was more impressed' with my own littleness， and

   much' inclinable to believe'that the people 'whose sens'e of the fitness

   of'things was equal to th6 upraising of so serene a handiWork， we're

   ．hardly ．likely tg be wrong in the一 conclusions they might come'to upon

   any Subj ect． 'My feelip． g certainly was that'the currency of'this． bank

                                                                    '

   must be she right one．． ． ．10

                                  ． ' （Butler： Erewhon）．

  ついで主人公．HiggsはButletの代弁老としてThe Musical Banksの真の

raison d'εt距を述べる。

      '！！t！g一1iima！1gu．iglL！！1｝！Eisaj．一！｝g！1EE．！一：．2！1sLIIgthgg2．！11gL1g！lgig｝1＝ExE1g！1Ee Erewhonian Musical．Banks， and・perhaps・the religious systems

of all countries，一 are now more or less of an attempt tb uphold the un一

Igt1bg！ug！lt1g-g！thomable a n．mht n c o n s c ious m s tinctive wisdom o f m i l l i o n s o f past
gene一

1gt！ig1｝g．！：LLggA．1gffU11g-Elgg｝Rg1g12ye！x一一a！！f！！！g）NznvEfitl｝i｝sag｝IE！1一1ggEgl！gg2nyeqsltions，・against the comparatively shallow， consciously reasoning， and

g1tlbgug1ALgg！1g．111gisi11E，A！e」bu＝E1g1L1！1e！LgU！lg！gEL！1｝2！PLg！Eg！！z：hemerai conciusions． drawn．from that of．the iast．thirty or forty・

   'The saving featurg of the Etewhonian Musical'Bank system…was．'

that while． it bore witne'Ss to thg existenee of a kingdom tbat' is not of

this world， it made nb qttemP't to pierce the veil that hides．it f；om

human，eyes． ・It is here that almost all religione・ go wrong． Their，

pri6sts' try to make us be｝ieve tha．t they kn6' w more about the．unse6n

world than those whose eyes a're．still blinded by the seen， can ever

knowTforgetting that・ while・ to deny the existence of an vnseen kingdoni

                             （92）
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  is bad， to ptetend tbat We ・know more about it than its bare existence

  is no better． 11
              （Butler：Ereωhon，下線は筆者による。）、

 The Musical Bapksのraison d'etreは上記引用にある．ようにこの地上世界で

．はない不可見の世界（それについて人間はそれが存在し、そして強力であるというこ

と以外何も知らない。）と不可見の力（それについても、それが存在し強力であると

いうこと以外・には何も知らない。そし．てそれに人間は神という名を与えている。）の

唯一の永遠の証人であるということである。下線純一『エレホンの音楽銀行その他恐

らく各国の宗教制度は今日では多かれ少かれ過去の世代の幾百万人かの測．り知れない

無意識な本能的叡智を、それから引出された最近の三十年か五十年忌比較的浅薄な意

識的な推理と朝生二死的な結論とから守るための企てである。s一 この箇所は引用

1に拳げた．Life and HabitにおけるUnconscious Memoryの理論に関係して

くると考えられ．る。我々が完壁に成すことは我々が最も意識しない行動である。．何故

なら我々はそれらの行動をくりかえし．て行ってきたのであるから。そして．．それは

God'への信仰の場合も同様である。す．なわちこの信仰は論議す．ることなく（un-

questioningly）、無意識に（unc（ms6iously）、また過去から代々くりかえされてき

た結果としての本能的叡智（instinctive hereditary wisdom）の事柄として考慮さ

れる時のみ完全なのである。それは理性による実証（rational demonstration）によ
                 ，
る場合はしぼんでしまうものである。．我々が最もよく知っていることは、我々がそれ

を知っていることを知らないで知っていることである。このようなcontextから

．ButlerはChristianityにおけるGraceとLawの区別を採用している。これ

はButler．のきわめて特徴的な点である。非常に自然な心情をもった人間、たとえ

ば引用6に志げてあるようなF・・dhealth・…dl・・k・・…dtrmper…n騨

senseをもった人間、これこそBut）erにいわせればGodを録する人間であり、．

Graceに支配されている人間であるごそのような人は熱心な科学の発見家や教授や

神学者達よりはるかに良質のscienceのmasterであり、後者はLawに支配さ

れている。Butlerにとってthe Churchはある種のgraceを象徴（体現）して

いた。それに比べれば地上め知識は重要ではなくなる。

 L ife and HαbitのCh apte r 1［．でButlerは次のようにいっている。

    Her （the' Church） buildings， her music， her architecture， touch．

  us' as none on' the whole can do； when she speaks there ar'e many of
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  us who' think that she． denies the deeper'truths of her profounder mind．

  The more 'she gives way to ．this-the more she becomes ・conscious gf

  knowing-the less she will know． But still her ideal is in grace． And

  grace is b-est， for where grace is， love i's not far distant． 12

                        （Btitler： Life dnd Habit）

Butlerはこ．のgraceを自分が持っていると想像するにはあまりにも自己批判が強

かった。graceを賞讃して書くことがすでにButlerにとっては「意識のはじまり」

を意味．していた。

    In that 1 write at all 1 am among the damned． lf the reader must'

  believe in anything， let him belieVe ih the music of Ha'ndel， the paint-

  ing of Giovanni Bellini， and in the thirteenth chapter．df St． Paul's First

  Epistle to the Corinthians． 13 （Butler： Life and Habit）

 引用11の中にあった如く、Butler（Higgs）は、 Erewhon国のthe Musical

Banksの取柄は『それがこの世ならぬ王国の存在することを保証して、それを人間の眼

から隠している被幕を破る企ては少しもしないところにある。殆ど凡ての宗教が邪道

に入るのはここにおし｝てである。その説教干たちは自分等がその眼がまだ可見のもの．

に盲目にされている者が知りうる以上に不可見の世界のことをよく知っていると我々

に信じさせ． 謔､と努力する。一不可見の王国の存在を否定するのは悪いにしても、そ

れが存在するということ以上のことを知っているふりをするのも同じくよろしくない、

ということを忘れて。』と述べている。これは、擬偶像崇拝的信仰に対する Butl『r

の椰楡にもあてはまる。Ereωhonで、主人公Higgsとエレホン国の一女性．

Arowhenaは、神学上の論争をする。 Arowhenaがその1人であるように、 Ere-

whonian達が公然と崇拝する神は、正義、力、．希望～愛など、人間の諸特質が人格化

されたもので、人々はそれらのものの原型は雲みはるか彼方の国に客観的に存在して

いると考えている。そして古代人二二、神々は肉体においても心情においても人間の男

女と等しく、ただ人間よ．りも立派で力がある点で違っているだけで、それにまた彼ら

は入間の眼には見えないものとなりうると主張している。Aro画hena．ぽもし人間が

正義というものを目を覆うて天秤を持っている正義という名前の美しい女性であると

信じないならば人間はもはや正義を尊敬し、正義を実行しなくなると主張する。

Hig9§は正義が尊：敬すべきものであるという事寡は・それが生きた実在者（人格を

与え5れだ者）であるという信仰がなくとも少しも左右されるものではないと説得しよ
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うとするが失敗する。Arowhenaは逆に、 Higgsのキリスト教の神は、善、智、力

等についての人間最高の認識の表現にすぎないではないか。偉大な光栄ある思想の一

層生き生きした認識を作り出すために人がそれを人格化し、神という名前を与えたの

だ、人は結局、神を客観的人格とみないうちは真に神を愛することはない、とやりこ

める。それに対しHig9，sは突然作者Butlerではなくなり、熱心な普通の宣教師

の態度をとる。一『我々はその純正なことが凡ゆる疑惑を絶しているある書物（Bible）

を持っている。何故ならそれは確に1800年以上経ても今なおその真実が信じられてお

りその中には神自身から話を聴いた人達と、顔を覆っ．た指の間から神の後姿を一部分

見ることを許された1人の予言者との最．も権威ある話が書いてある』一と主張する。

これも Ar・whenaの偶像礼拝的人格神同様、不可見の神を可見の神とする B．t16，

が攻撃する consciousな．宗教感である。 「

 Butlerの著書にGod the Knoωnαnd「God the Unknownというのがある。

Butlerは、 Lifeαnd Hαbitの中で凡ての生物は原子細胞という祖先に瞬いて一致

し、現在の我々そのものが原子細胞であり、未来の我々も原子細胞であることにかわ

りぽない、地球上の生物はすなわち1つの生命の木を成してい'6と信じている。． _と

もいうべき超自然者によって生命の息吹をかけられ、成長発展へ導くint611igence

を伝承し、自らの必要に応じ諸々のorgansを発展させ、我々の知識は完全と成る

にしたがって無意識となった。このunconscious memoryの理論はそのまま

Butlerの神および神の統一世界の理論に広げられてゆく。God the Known and

God the Uuknownについて彼は次のようにいう。

    God is． the animal and vegetable world， and the animal and vege-

  table world is God， a vast leviathan， composed of cells． What then

  o，f the mineral Kingdom-is this no part of the Kingdom of God？・・一・…”・・

    Thg World was made and prepa．re．d to．receive life； hence must

  have been a ‘designerl some far vaster Person who looms out behind

 'our God？ lf so We are members indeed of the God of this world， but

  we are not his children； we are children of the Unknown and vaster

  God．who called him in．to existence． 14

             （Bul二ler： God the Knoωnαnd God the Unknoωn）

           '
Butlerによれば、我等自身は一箇の統一体であって不可分のものであると思ってい

るが我等の体内の凡ての細胞はそれ自身独立体であって他に関係なく自己の存在を営
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んでいる。我等という彼等全体を統轄する存在のあることを知ろうはずはないし、我

々もそれら細胞を作った覚えもなくその存在、活動すら無意識である。それと同様な

ことが生命の木をなす凡ての生物にういてもいえる。それらの生物は何も知らないが

更に大きな1つの生物一これを神と呼んでも大して差支えないであろう一の細胞をな

しているのではあるまいか。であれば、この神は我々にとって親しい神であり同胞未

面相和することはこの神への奉仕となる。これがGod the KnownであるQ 1つの

生命（たとえば人間）と細胞の関係は無意識の関係であるが、それは意識的な

intelligeuceのくりかえしによって完全なformを形成し、したがって無意識とな

ったのである。同様にGod' ﾆ1っの生命（Man）との関係は無意識の関係である

が、そこにはintelligenρeあるいは神意が働いている。

したがって凡ての生命はGodであり全宇宙は生ける神であり、神意は偏在しでいる。

前述のBelliniの絵画、 Handelの音楽、均衝のとれた教会建築をButlerは神

意のあらわれ、あるいはGod the Knownとする。これ5はとりもなおさず人間と

神との関係についてButlerが最も理想とする態度をもあらわしている。神と人間

の関係は人間と細胞の関係と同様に意識的intelligenceのくりかえしによる、無意

識の記憶（unconscious memory）の所産である。その：場合、意識的なintelligence

は人聞から細胞に対して回せられな様に、神から人間に対して醸せられたものである。

人聞たる牧師が神と人間の間に立って自ら知っていることをよそおって、すなわち意

識的に神を知らしめることは、科学がその歴史的根拠を実証する様にButlerにと

ては意識的な誤てる態度となる。無言の教会建築、無言のBelliniの絵画、無言の

Handelの音楽は直接的に我々の無意識の領域である本能においてとらえられる神意

である。同様に引用6中にあったgood Iooks，，＝good sense， a fair balance of

cash in handをもった入間も、 ButlerにとってはGod the knownの体現

（incarnation）となる。これはChristianityの霊の道からすれば、この世的な肉

の這に従っている入間かもしれない。しかしそれは原子細胞から今日の人間の姿まで、

冷点らくりかえされた行動の結果どしての本能的叡智（in・ti”c‘iY・herelitary

wisdom）によるものであり、その神への信仰にしても意識することなく（uncon-

sgiously）、論議することなく（unquestioningly）、抱くものである。このtypeは
                          e
The Way of A〃FleihにおしけるLawに生きる父Theobaldに対し、 holiness

より amiability， lawよりもgraceに支配される Overton， Townley， Alethea

（96）



知られざる「神」を追って 一Samuel Butlerと．James Joyce一

．等、Er・e・・にとって1虚の父（または母）の像に具現され、理想化されている．で

は、．God the．Unknownとはどういうものか？この世界はGod the Knownが住

むに適しているように都合よくできて駐る。これを作った大いなる存在があるにちが．

いない。ま．たこの世界が唯一の世界でなく他の世界にはまた同様な神が存在するかも

しれない。さすればこれら各世界の神々を統轄する、我等が体内の細胞を再割してい

る如く、更に偉大な神が存在するかもしれない。これがGod the Unknownであり、

次の様にButlerの描く生命の木の第4の円をなしている。

God the Unknown

●   費。絶

  も tbe  鵠
 eo

1生物

細胞

Y〈gDaj7

（IEI1

轟》

／

Butlerの神、 （つまり、 God the

Known， Butler's World-God）は、

物質（生命体）の単位から成立してい

るばかりでなく、．彼自身は、神々から

構成される知られざる、より広大な

PersonaIity（づまり God the Un-

known， Butler's Super-God）の1

単位である。．God the Unknownによ

って「我」の原体たる原子細胞に吹きこまれたintelligence，あるいは神意、あるい

はlife forceは過去数千万年にわたって活動しつづけいろいろな細胞の形態を発展
     ノ ヒ
さぜながら今なお「我」の中にまたは他者の中に生きっづけている。．この intelliT

genceこそGod the KnOwnそのものであり、 Butlerはこれをthe voice． of

instinct，あるいはthe God Within等と表現してお』り「我」の現世の肉体は仮の

宿で、このthe voice of instinctこそ、すなわち肉に対し霊ともいうべきものが
                               し
本ものの「我」であるというわけである。ButlerのThe Wαy of All Flesh，ま

たJomes JoyceのUlyssesは、この本来の「我」と一卜する霊の父を求めての

遍歴の書といえよう。そしてButlerのいう‘truth'とはこうした彼の恵想を反映

している。

    We can neither define what we mean by truth， nor be in doubt as

  to our meaning． And this I suppose must be due to the ant重quity of

  the instinct that on the who：【e directs us towards truth．． We cannot

  self-vivisect ourselves in respect of such a vital function， though we

  ・ari discharg・．it・・rm・lly・・d easily en・・gh・・1・ng・・w・・d・n・1
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    think， qbout 'it． ．15 （Jonq．s'ed．，・ The Note‘Bogks of S． Butler）

この内部の神（・h・G・d幅・h…r、G・d・h・K・・w・）という齢。よ、 Th・P・s・一・ ／

Kantiansといわれる人達、たとえばCarlyle「． ﾌhatural．supernatur61ismの

論1にもうかがうことみ饗る・一． ．．一，
       God wqs no longer an ‘abseritee' God， sitting 'apart．watching his

    machine-universe grindirig according 'to mechariical laws， but ，an indwell一

   'ing， 'immanent，一 shap'ing will， manifesting it'self in the be，auty and'power

    of．natur'g， in man's ethical aspirations， ip gr．e，at nien， ．in the f，ise， and

    fall of civilization． 16 （Thomqs Carlyle： 'Sartor．Resartus）'

  James Joyce．の全作品．が．「子の父への一致」を主．要テーマにしていることは明．ら．

かだが、この父は肉の父ではなく霊の父であり、とくにUlyssesはOdysseUSr

．Tglemacas．というギ．リシァの好騨を郷のダブリンに移し・M「・BloomT

Stephen Dedalusという霊の父子関係を扱っていることは万入の認めるところであ

る・！ tlysse．sの第4エピソr．ドで・M・・ D．Bl・・m．．。 S古代ギ1ルナ人の1“つた

m・脚・y・h・…（輪廻・または霊卿再生）のことにつ．い'て言吾って．・～る・

       Somg pedple beli'eve，・'he saia， that・we go on li・ving in another， body

   after death，． that we lived before． The．y call i．t' reinc．arriatiop． ' 'That

   we all lived' before on the earth thousands． of year's ago or some，lother

   planet． They say We．have' forgotten it． ．Some say 'they r'em6mber

   their past lives． 17 （James Joyce： Ulgsses）

  このme．tempsychosisという言葉とその思想は全篇を通じ幾度もMrL BIoom

の意識にのぼるが・S・・ph・・ρ翻の中で・も・．P…heu・abエピソード．（第3エピ

ソード1で、Protheusがその姿を変える様に'霊魂が形を変．えて循環する輪廻の思想、

が展開している。

       Goi．b-ecomes man'Pe．corpgs fish 一b-fcom6g barnacle． 'g60se be．comes

   featherbed mogntain． 18．（Joyce， Ulysses，）

さらにS・・phe・嫌の識よ、 f皮の永遠に過却・ら未来へと生きっづ1する自我、

（B・・ler．のいう．・h・．・rice・f．i…inc・・．，・h・G・d W，ilh…r・d・h・K・・w・）．の．

執ような意識．と肉体上の父への反発を物語っ．ている。

       W・mb・d in si・．darkneS・・Iwas．t…血・d・P・t．b・g・tten・「By th・rrl，

the@man with rpy v6ice／ gnd ．Ty eyes and g Fhos／twoman w・i，th．as）e'p ．o，n

                                （ 98 ）．
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her breath． They clasped and sundered， did the couple's wM． From

before the ages He willed me and now may not will me away or ever．r'

A lex eterna stays about Him． ls that then the divine substance

wherein Father．and Son are consubstantial？ 19 （Joyce： Ulysses）

『おれもまた罪の闇の中．に受胎されて「生れた」のではなく、 「作られた」のだ。

あの2人、俺の声と俺の眼を持った男と、その息が灰の匂いのする亡者の女とによっ

て。彼等は抱擁しそして別れた。2人を結びつけた神の意志にしたがって。長い歳月

の昔から神は俺を意志し、そして今では永久にこの俺をなくしようとは思うまい。

lex eterna（永遠の法則）は神と共にある。それは神とキリストが同じ本質をな．すと

ころの神聖なる本質なのか？』 （下線は筆者）

 Butlerが進化論と Christianityへの傾倒からあのGod the Known and God

the Unkn6wpの考えをうち出したの．に対しJoyceは東洋的神秘思想と

Christianityから自我と神の関係をうちだしている。そこには両者とも執拗な自我・

の意識がにじみ出ている。仮の宿たる現世の肉体から離脱して本質的な「我」の主張

は次の Stephenの意識の流れの中に最も圧縮され暗示的にあらわされているとおも

われる。

  Wait． Five months． 'Molecules all change．

  1 am 'other 1 ．now． Other 1 got pound．

  Buzz． Buzz．

  But 1， entelechy， f6rm of forms， arn 1 by memory because under ever-

  changing forms．

  1 that sinned and prayed and fasted．

  A child Conmee saved from pandies．

  1，1・・dl。1．20' ． （J・yce・Ulysses）（下線は筆者による）

 『待て。5ケ月たっている。「細胞はすべて変化している。俺は今は別の俺だ。その

ユポンドを借りたの． ﾍ別の俺だ。ガヤガヤ。しかし俺、完全実現《アリストテレスの

いう完全なる現実性における．実在）、形式中の形式である俺は永久に変化する形式の

下にあるが故に記憶によって俺である。……』 （下線は筆者）

 Entelechy （＝Gk．

る。

entelecheia）についてBritanicαでは次の様に説明してあ  ・
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．

       Enteleehy…  ater甲goined by Aristotle for that which realizes  tt

   ・rm・k・・ac・u'・1・h…herw・r・． Merel・ P・・e・…1・Th・・aea．・xprersed

   by th・term・'i・i・tim・t61y・・nnect・d with Ar i・t・tle'・di・ti'・・ti・n bb tWeen

．m・tter and f・rm・f thb…en・・a1．and．ac・ua！・Bri・fl・・h・a・a1・・ed ，each

   thi・g i・t・the sl・ff・・el・ment・．・f Whi・h it is c・mposed・・d th・f・rm

   or the．otder in which they琴re arranged． The‘mere stuff or matter

   is not． yet the real thing； it needs what is variously describ6d as．a

   certain． form or．essence or function to complete it；only it must be

   rem・mb・．r・d．・h・・、mqtter and．f・rm ar…vef・ep'ara・・d；一t鞄・y can'・nl・

   b『distinguished． So， fbr example， in the case of a'living organis甲

   ・ne m・y di・・iri・・iSh・h・mere m・tter・f・h・・rg4・量・m（・・．．・h・ugh． i・

   were a m・r・ ・y・・hes・・．・f…rga・ic sub・・ances）、 f・'・m．・cer…n f・r．m

   ・resse・b・．。r fu・'・ti・n・・inner a・ti・ity with・ut wh：i・h it w・uld・・t

   reall・レe a l・》・・g・rg・…m…ll・a・d・h・・，“…ll'・r・h・fun・…「i・as

   it．may'，be called， is what Aristotle calls the 6ntelechy（or first

   e・t・1・c．h・）・f・・ li・・i・g・rg・・iSm・Simil・・1・・i・・h6 case・f rPan ra・i・・a】

   …i・ity i・wh・．‘ m・k・・him reall・a・man… disti”g”ishel．．f「om．a

   mere animal，． and so on．

       L・ib・ir， f・11・wi・g A・i・…1・，'call・d hi・“m・nad・1'．（・pi・it・・1．

   ・pbli・ances）en・・lech…1・n v…ue・f・th…innr・ self・d・・errPined ac・・…y・

   L・t3・．．・h・・erm Wa・ ・evived'．by Han・D・iesch．i…h・．ec・i・n wi・h hi・

   ・i・・1．i・・i・bi・1・gy・・d・P・・e a・1・tern'・1・r・f・c'・i・g P・i・・ipl・whi・h・h・

   ・upP・sed・9・iSt・i・ qlJ li・i・g・rg・ni・mL・21（f・・m． B・it・ni・の

・．

dntelechyが、活動しない． organismの単なる物体（又は肉体）を活きた1iv-

ing o「 窒≠氏Dismにす◎n・r「alcti vity・soulのことであることカ'らも・．J・y・rの

場合のE…lecb・カざBb・lerにあっては・．・…lhg・n．ce，・h・1・f・f・rce，．・h・

God Within or． God the Known｛｝あらわし、いずれも本来（p．「我」．を身に7dんで

いう釜の父を求めての遍歴に具現されて．いる。中橋一夫氏にようと、rエンテレケイ

ァにお．いτは・魂は円満具足の姿をとる・現世の肉体とい．う枷を．負うた魂は・いわば

その十全．の姿にあるのではない。肉体が死んで魂がその肉体を離れる時にはじめて魂．
                                 ラ              ア

は楽園に．いこう． ｱとが可能となる。魂は平安の時節と活動の時節をくりかえしてそれ．

1郷鰍写との交代咽こ1では1国の脚う騨1の中1こ翫
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知られざる「神」を追って 一Samuel ButlerとJames Joyce一

映する。かくして魂は必ずしも肉体上の父から子へと伝わるものではない。』 22

                                      （中橋一・夫「20世紀の英文学」）

  Ulyssesの第9エピソードで・Stephenは Fatherhood について瞑想する。

       Afather， Stephen said， batt｝ing． ageinst h（》p61essness， is a neces一

                         り   sary evil．．． Boccaccio s Calandrino was the first and last man，who

   ．felt him．self with child． Fatherhood， in the sense of cons6ious beget-

   ting，is unknown to man． It is a． mystical estate， an、 apostolic succes-

   sion， from only begetter to only． begotten． On that myStery and not on

   the madonna．．．the church is' 'founded， like the world， macro-and

   microcosm， upon the void． Upon incertitude， upon unlikelihood．

   Amor martis， subjective and obj ective genifive， may be the only true

   thing in．life． Paternity may be a legal fiction， who is the father of

   any son thatany son sh6ul．d love himoゴhe any son？ 23

                                         （Joyce： Ul忽 sse s）

  ここにも意識して子を産む（beget）という意味での肉体上の父親は否定され、引

用19にあったように（“Iwas． too， made not begotten”）、begetと begotten

の関係は唯一の父（神）と唯一の子（キ．リスト）の関係のみ：にあて！よまり、以後の人

間の父と子は・原点に立つ唯一の父（神）から唯一の子（キリスト）へ伝えられた

amystical e．State（神秘の財産、霊の遺産神意）によって「作られ」 （made）て

きたのであって「産まれた」 （begotten）のではないとする思想、肉体上の父を素通

りにして自らを絶対者たる神の意志の産物とする徹底した子の宣言がみられる。

 JoYceのmetempsychosisと共通しているものとして．Butlerのvicarious

exi．stenceの思想がある。 ButlerのEreωhon Reρisi：tedに登場する Dr．

Gurgoyle（the President of the Musical Banks）．は“On the Physics of

Vicarious Existence”と題する論文を書く。 r人間は肉体の死後もなおよく生きつ

づけることができる。その精神、霊が他の肉体に宿り影響を与える。』という思想で

ある。これによれば人間は肉体の死後の方がそれ以前よりもはるかに生きているこζ

1・なる．'
?ﾌ前まで燗は絶え惣1化し・何かに成る（bec・mi・g）状態にあり・そ

れはButlerによれば現在意識的段階を通過しつつある本能あるいは有機体であり、

それは知識として自己を完成し我々の欲求との間に回る平衡を保つに及んで無意識と

なる。我々の知識や肉体はすべてかかる無章識の平衡状態に向ってあこがれるもので

（ 101 ）
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一 ．

ある．' @24（B・・ler・Lif・ d・d Hqbit）

かくして、人間は肉体がほろんで他者によって影響されなくなってのち、彼の存在は

crystallizeされる。

       ．Whi！・・Sb・k・・pea・e w・・alive・very f・w Pe・ple・・der≒…d． hi・

   9・e・・neli・， whereas n・w，・f・ρ…m・・hfee h・・dred． yea・'s，． h・i・deem一・

   ・d．・h・grea・…p・et th・w・rld・'h・．・． ever k・・w・・．．．‘Ca・・hi・man，'． h・

   ．D・． G・・g・yl・、a・k・d，‘b・・a・d t・． have been t・ul・b・rn．・ri・il m・P・・1・ng

   'year after he．．had been rep．uted to 6e truly dead？ While益e was． in

   th・fl・・h・歯as h・…・．，・h・P・mere emb・y・9・・wi「ig ・'・ward・やi雌

   i・…h・t・・lif・・f・h・w・r1，d・…rr？・i・whi・h he n・壷・hines s・gl・ri・u・一

   1・？Wh・…血・ll・hi・g w…h・・！lesh and bl・・d、lif…fwhi・h h・w・・'

             ノ
   ・1ρne c・n．sci・u・・．as c．・mpared with that fleshless lif・wbi・h． h・li・es

   b・・k・・w・n・・．・・th・！・ves gf ni・！l・・n・？'．25  ．．．'

                                           （Butler：'Ereωhon Revisited）

                                                        古．
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